
特定非営利活動法人 日本 PostgreSQL ユーザ会

2014 年度活動計画書

日本 PostgreSQL ユーザ会の 2014 年度（2014 年 4 月から 2015 年 3 月まで）の活動報告を各組織ご
とに記載する。

本部（事務局）
• 平常の運営事務を遂行 

• イベント開催・参加 

◦ OSC 2014 Tokyo/Fall、2015 Tokyo/Spring に出展、講演 

Web コンテンツ 
• 引き続き VPS レンタルのための予算が発生するため、 分科会として活動の予定。 

• 移行内容の選定 （まず、NPO として必要な必須部分） 

• 移行方法の調査 （構築方法も含めて) 

• 移行作業の実施 

◦ 現行の CMS サイトに構築 （8/21 に進捗報告） 

• 最終移行先、運用についての検討 

◦ ハード 

◦ バックアップ

サーバ管理 
• 平常のサーバ管理を実施 

• www.postgresql.jp サーバ移行作業を実施（ただし切り替えは 2014 年度実施） 

グッズ・印刷物制作・広報支援 
• グッズの制作 

• 2014 年度理事名刺の新デザイン制作／印刷業者への発注 

• イベント用配布資料の制作／PDF 版の配布 

• 本部開催イベントの Ustream 配信／アーカイブ 



文書書籍関連分科会 
• 同梱されているドキュメントの翻訳と公開 

PostgreSQL のしくみ・アプリケーション分科会 
年間 3 ないし 4 回の勉強会を実施することで、コミュニティメンバ間での交流を図ると同時に、
知識やノウハウの普及展開に寄与する。 

勉強会の運営に当たっては、関連の深いアプリケーション分科会と協力して進めることとしたい。
 

従来の PostgreSQL の内部構造に深くかかわる話題に加えて、初心者を想定したプログラムを
用意して、聴講者層の拡大を図る。 

勉強会の会場は、コミュニティ活動にご理解のある企業様・大学様から提供を想定するだけでな
く、タイムリーな開催のために有償の会場を使用することも視野に入れたい。 

なお、2014/05/31 に、しくみ分科会+アプリケーション分科会の第29回勉強会を開催を予
定している。講演を実施していただくことで、当該の領域に関する質の高い情報を提供すること
ができた。 

北海道支部 
• OSC Hokkaido への出展、セミナー実施 

• 支部勉強会の実施（2～3 回程度の開催を予定）

東北支部 
• 支部セミナー 

• 勉強会 

新潟支部 
• 2014秋 支部セミナー開催予定 

名古屋支部 
• 2014/07/05 OSC 2014 Nagoya 出展予定 

• 2014/10 勉強会実施予定 

関西支部
• セミナー出展、勉強会の開催 

中国支部 
• 第三回 中国地方 DB勉強会 開催 （2014/4/12 開催済み）

• オープンセミナー 2015@広島（開催日程未確定、1 月最終週を予定） 



• オープンソースカンファレンス2014@広島（開催日程未確定、10 月上旬予定） 

• 隔月程度で支部主催の勉強会（中国地方 DB勉強会）を開催予定 

• 中国地方 DB勉強会は山陽での開催ばかりなので協力者を見つけて山陰での開催も検討したい

• 第四回は岡山で7月に開催予定 

四国支部 
• セミナー出展

九州支部 
• 九州での OSC の参加。福岡及び大分 

• 支部主催セミナー（開催日程未確定） 

• 支部勉強会 

• 毎月第2金曜日定例会の開催（イベントの無い月）

沖縄支部 
2014 年 5 月 24 日 オープンソースカンファレンス2014 Okinawa 参加予定 

2014 年7月 11・12 日 ハッカーズチャンプルー共同開催予定 

Let 's Postgres 運営委員会
2014 年度は、（2013 年度の実績(*)に鑑み）毎月 1 本以上の新規記事の発行することを目標とす
る（* 2013 年度は、年間通算 10 本の新規記事を掲載しました）。 

記事の発行頻度を保つ施策として、PostgreSQL 関連のBlog 記事等の紹介のような、新しい企画
についても検討する。 

前年度、発行できなかったニューズレター （PostgreSQL の関連動向を要約したメール）も発行
する方向で検討する。 
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